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　本団体においては、文部科学省の事業委託を受け、長崎県教育委員会及び長崎市教育委員会との協同事業

として「地域を活用した学校丸ごと体力向上推進事業」に取り組んで参りました。本事業では、長崎市内5

校の小学校を実践モデル校として指定し、体育学習への専門性を持った人材の派遣やタブレット端末の活用、

教員・保護者研修の実施、ニュースポーツ教室や親子体力向上実践セミナーの開催、著名なスポーツ選手を

活用した体力向上フォーラムの開催など、様々な角度から子どもの体力向上へのアプローチを行いました。

その結果、体育授業の充実及び教員の指導力向上、子どもの運動への意欲の向上、保護者の子どもの体力向

上への意識の向上など、有効な成果が見られました。

　平成25年12月、「平成25年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」について国が発表しました。

その中で小学校児童に対する質問紙調査の結果を見ると、新学習指導要領が告知され移行期間から完全実施

となった5年間を通じた子どもの意識の変容について、「運動が好き」という子ども、「体育の学習が好き」「運

動ができるようになった」という子どもの減少や「体育の学習で友達に認めてもらえる」「先生に褒めても

らえる」という子どもの減少が課題として指摘されています。「健康を保持増進し、生涯にわたって豊かな

スポーツライフを実現する」という学習指導要領の目標へ向けては、その入門期である小学校の段階で「運

動することは楽しい」ということをすべての子どもが運動に取り組む体育の学習で体感させるとともに、体

育・健康に関する指導と関連させて学校教育活動全体として効果的に取り組み、子どもの「運動への自信と

意欲」を高めることが求められます。小学校においては、すべての担任が体育の学習及び体育・健康に関す

る指導を行うことから、学校全体の体育指導やそれに関わる計画、自校の子どもの体力向上への取組、体育

的行事等の校務を主として行う体育主任の役割は重要です。

　本ハンドブックでは、体育主任が校務の企画立案・実施、評価・改善を行う際のもととなる考え方やその

進め方、参考事例等をまとめています。学習指導要領の十分な理解のもと、学校教育活動全体を通じた子ど

もの体力向上へ向けた取組の充実へ向けて、様々な場面で拠り所となる資料として活用していただきたいと

願っています。

　終わりに、本ハンドブックの作成にあたりましては、長崎市教育委員会、長崎市校長会小学校体育科研究

部会、関係の皆様から多大な御協力をいただきました。心から感謝とお礼を申し上げます。

　平成26年3月

� 長崎県元気アップアソシエイツ　　代　　表　　中垣内　真　樹
� （一般社団法人長崎県スポーツアソシエイツクラブ　理事長）

� 事務局長　　高　橋　浩　二
� （長崎県教育庁体育保健課　課長）
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子どもの状況と体力向上の必要性の共通理解1
■ バランスの良い体力の向上をめざす
　体力とは、いったい何を指すのでしょうか？
　平成20年1月17日に出された中央教育審議会答申では、体力について次のように説明されています。

　体力には大きく分けて2種類あります。
　1つは「行動体力」といって、筋力や瞬発力、持久
力など測定できるものです。もう一つは体温調節や免
疫力など身体的ストレスに対してはたらく力で、これ
を「防衛体力」といいます。子どもの健やかな成長の
ためには、この2つの体力をバランスよく向上させる
ことが大切です。

■ 新体力テストと体力要素の結びつき
　体力テストは、「行動体力」を測るものです。新体力テストの各種目が測定する要素は次の表の通りです。

■ 子どもの体力低下にひそむ危険！
　「転んで手の骨を折った」「飛び跳ねたら足をひねって骨折した」など、最近の子どもは、ちょっとしたこ
とで骨折することが多いようです。小学生の骨折の発生率はこの約20年で約1.7倍に増えています。
　けがは骨折ばかりではありません。転んだと
き、とっさに手をつけずに顔を打つ、歯を折っ
てしまう、ボールをよけられずに頭にけがをす
るなども発生数自体が増え続けています。
　このような今の子どもが60歳代になるころ、
その人たちの「4人に1人は自分の足だけで歩
くのが大変になるかもしれない」ともいわれて
います。

●　体力は人間の活動の源であり、健康の維持のほか、意欲や気力といった精神面の充実に大きくかか
わっており、「生きる力」の重要な要素である。

●　子どもの体力の低下は、将来的に国民全体の体力の低下につながり、社会全体の活力や文化を支え
る力が失われることにもなりかねない。

握力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび 持久走 20m

シャトルラン 50m走 立ち
幅とび

ボール
投げ

すばやさ ○ ○
体の柔らかさ ○
力強さ ○ ○ ○ ○ ○
動きを持続する能力 ○ ○ ○
タイミングの良さ ○ ○ ○

２つの体力が元気のモト！

体力
行動体力（筋力、持久力、調整力など）
防衛体力（体温調節、免疫力など）

運動するための
体力

健康に生活するための
体力

新体力テストの結果
のみを上げることが
目的ではなく、
調和のとれた体力の
育成を楽しく図る！

（日本体育・学校健康センター　1999年度調査結果より）
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■ 快適な生活だけど、子どもが元気を喪失することになっていませんか？
　子どもの体力の低下が目立ってきたのは
1985年ごろです。1970年ごろから、ファース
トフードやファミリーレストラン、コンビニエ
ンスストアなどが全国に広まるとともに、各家
庭ではカラーテレビが普及しテレビゲームが大
ブームとなりました。
　さらに、電化製品の進化のおかげで家事は楽
になり、冷暖房完備の部屋でテレビやビデオを
夜遅くまで楽しむ快適な生活を手に入れました。
　また、どこへ行くにも自家用車やバイクでと
いったように、楽に移動する手段もたくさんあ
ります。
　朝の登校時、家の車で送ってもらい、学校周
辺で車を降りている子どもの姿を見かけること
もよくある光景です。
　こうしたライフスタイルの変化は、子どもた
ちの生活にも大きな変化をもたらしました。こ
の変化に同調するかのように、1970年代から
徐々に子どものからだに異変が見られるように
なってきました。

■ 歩くのも嫌な子どもたち!!　～歩いて登校していますか？～
　子どもたちの休み時間の過ごし方を見ると、体を動かし
て遊んでいる子どもがいる一方で、すぐにしゃがみこんだ
り、体育館などでも横になってゴロゴロしていたり、ボーッ
としている子どもが目立ちませんか？
　今の小学生の運動量を、1日の総歩数で見てみると、約
25年前からおよそ1万4,000歩ほど減少しています。子ど
もによっては、1万歩以下という場合もあり、いかに今の
子どもが動いていないのかわかります。

【日本学校保健会　H12年度児童生徒の健康状態サーベィランス事業報告書】
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■ 子どもは疲れている!?
　外で元気にからだを動かさない子どもたちは、最近、すぐに「疲れた」と言うことが多くありませんか？
疲れの症状は主に「ねむけ」と「だるさ」です。子どもの疲労に関する調査によると、子どもたちの疲労ス
コアは登校時に高く、給食前には下がっていることがわかりました。
　さらに、「学校での運動量が少ない子どもは、登校時より下校時の方が疲労スコアが高い」、「運動量の多
い子どもは、学校生活の中で朝の疲労感が次第にとれていく」という傾向も見られ、「学校での体育の授業
や休み時間などで適度にからだを動かした方が疲労感をある程度解消できる」ようです。

■ コチコチ体の長崎県の子どもたち!!
　本県の子どもたちは、小学校から高等学校までのすべての学年で柔軟性が課題となっています。では、柔
軟性はなぜ高める必要があるのでしょうか？
【柔軟性はなぜ必要なの？】
　体がかたくなり、関節の可動域が狭くなってしまうと、日常での様々な動作を制限してしまいます。例
えば…、
　　■ 衣服の着脱がスムーズにできない
　　■ ものの上げ下ろしが難しくなる　　　　　など
　柔軟性は、日常生活を快適に過ごすためにも大切なものなのです。
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■ 長崎県の子どもたちは筋力も課題ですが…
【筋力が低下するとどうなるの？】
　私たちの生活は大変便利になった一方で、「からだ」を使う機会が極端に少なくなってきています。生
活のあらゆるところで自ら「からだ」を使う機会をなくしていると、筋力の低下を招いてしまいます。
　筋力が低下すると、スポーツだけでなく、普段の生活にも大きな支障をきたすようになります。例えば…。
　　■ すぐ座りたくなる
　　■ ちょっとした動作がおっくうになる　　　など
　これらは、筋力が低下して自分の体を支えることができなくなっている証拠なのです。

■「なぜ、体力の向上が必要なのか」について共通理解を図る
　平成20年に改訂された学習指導要領は、「子どもの体力の低下」「運動をする子どもとしない子どもの二
極化」があることを国の大きな課題としてとらえ、改訂が行われました。このことを踏まえ、すべての子ど
もが運動に接する機会となる「体育学習の充実」を出発点としながら意図的な体力向上の取組を行い、子ど
もの運動への意欲の向上や運動習慣・生活習慣の改善へ結び付け、児童の体力向上をねらうことが大切です。
そのためには、校内で「なぜ、体力の向上が必要なのか」ということについて共通理解を図り、全員が同じ
ねらいへ向かって実践することが必要です。そのことで、学校づくりの一環として大きな効果が期待されま
す。

筋力の強い人は健脚　～転倒の原因は筋力の低下～
　筋力は、重たいものを持ち上げたり、力仕事に必要だったりするだけではありません。日常生活
のもっとも基本的な動作である「歩行」の能力も筋力と深い関係にあることが示されています。
　お年寄りの転倒の原因を調査した結果によると、もっとも多いのは、「つまずいた」というもので
した。「つまずく」原因はいくつかありますが、筋力に関しては太ももの筋力の低下が一因であると
考えられています。つまり、歩行のときに足が十分に上がらず「すり足歩行」になっていることが
つまずきの原因になっているのです。

コ ラ ム

人間の体力は、およそ20歳をピークとして、それ以降は加齢に従って緩やかに低下していきます。「20歳までにどれだけの『体
力貯金』を貯めておくことができるかは、子ども時代の運動習慣に関係してきます。全国調査の結果では、「『1日60分以上』
運動する子どもは、体力合計点が高い」ことがわかりました。
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■ 自校の課題の改善を図る体力向上アクションプランの立案、実践を！
　平成24年度から取組を開始した「体力向上アクションプラン」の立案、実践は、主管市町教育委員会の「推
進プラン」の具現化から、自校の体力向上に関する課題の明確化－改善方法の立案－実施―実施内容の検証・
評価－修正・実施という体力向上へのPDCAサイクルの構築・継続がねらわれています。
　具体的な取組内容は、「体育学習の充実」と「運動習慣・生活習慣等の改善」の2つ大きな柱となっており、
「わかってできて、できてわかって、楽しい体育授業の展開」を出発点とし、子どもたちの運動への意欲を
高め、運動の生活化へつなげ、結果として体力向上が図られることが期待されています。特に、新体力テス
トの判定が「D」「E」の子どもや、体育授業以外で1週間の運動時間が420分未満の子どもが運動を好きに
なるような取組が重要です。

■ 体力向上アクションプランの立案時は、生活習慣・運動習慣の改善の方策も重要
　体力向上アクションプランの成果は、取組の結果として「新体力テストの結果の向上」を一つの指標とし
て活用しますが、テストの数値の向上のみを目的として反復的に鍛えていくことをねらっているのではあり
ません。このような取組は、ややもすると「体育嫌い、スポーツ嫌い」の子どもを増やすことにもなりかね
ません。
　「運動習慣・生活習慣等の改善」へ向けてもしっかりと実態を踏まえ、学校の取組を中心としながら、家
庭や地域と一体化した取組となるよう、様々な角度から自校の様子を分析し、体力向上アクションプランの
立案と実施、評価と修正が大切です。
　そのために、体育主任としてしっかりとした方向性を確認し、保健主事や他の分掌主任とも協力をし、
PTAや学校保健委員会、学校評議員会等との連携を図っていきましょう。

【各市町教育委員会による体力向上推進プランの作成】
①全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び長崎県児童生徒体力・運動能力調査結果、前年度の
　報告から、各市町における課題を明確にし、その改善のための方策を所管の小・中学校へ提示

【実践結果の評価と考察】
⑥取組の状況や児童生徒の変容の考察⇒次年度も継続する取組と修正が必要な取組を確認
⑦検証結果を主管市町教育委員会へ報告

【各学校におけるアクションプランの作成・修正⇒確定】
③各学校における課題を明確にし、所管の市町教育委員会の体力向上推進プランを受けて、
　自校のプランを作成⇒前年度のアクションプランの成果と課題に対応する
④本年度の長崎県児童生徒体力・運動能力調査における自校の結果の考察からプランの修正

【全教職員での共通理解、保護者や地域への啓発による実践】
⑤体育授業の充実と運動・生活習慣等の改善から、計画的、継続的に実践

【当該年度の体力調査実施⇒集計⇒前年度のプランの成果を最終的に評価】
②体育授業の充実と運動・生活習慣等の改善から、計画的、継続的に実践P

D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
構
築

【体力向上アクションプランにおけるPDCAサイクル　イメージ図】
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